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投票時間午前7時～午後6時
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任
期
満
了
に
伴
う
江
南
村
長
選
挙
は
、
来
た
る
八
月
二
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
は
、
今
後
四
年
間
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
村
政
を
・

任
せ
ら
れ
る
人
を
選
び
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も
大
切
な
・

選
挙
で
す
。

　
私
た
ち
の
一
票
が
い
か
に
尊
い
価
値
あ
る
一
票
で
あ
る
か
を

人
「
き
れ
い
な
選
挙
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

自
覚
し
、
義
理
や
人
情
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
公
正
で
、
M
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明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
有
権
者
は
一
人
一
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳

◎
告
示
日

◎
投
票
日

◎
開
票
日

◎
開
票
所

七
月
二
十
六
日
（
日
）

八
月
二
日
（
日
）
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で

即
日
開
票
午
後
七
時
か
ら

江
南
村
役
場
会
議
室

投
票
で
き
る
方

　
日
本
国
民
で
年
齢
満
二
十
歳
以
上
で

江
南
村
に
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所

が
あ
り
、
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
。

◎
登
録
基
準
日
　
七
月
二
十
四
日

◎
登
録
日
　
　
　
七
月
二
十
五
日

　
し
た
が
っ
て
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

選
挙
権
の
条
件
は
、

一
、
昭
和
三
十
六
年
八
月
三
日
以
前
に

　
生
ま
れ
た
か
た
で
、

二
、
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
四
日
以

　
前
か
ら
江
南
村
に
住
ん
で
い
て
、

三
、
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
続
き
、

　
　
　
」
し

　
記
録
さ
、
れ
て
お
り
選
挙
人
名
簿
に
登

　
録
さ
れ
て
い
る
か
た
。

◎
転
出
す
る
と
、
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

村
の
選
挙
で
は
、
投
票
日
の
前
日
で

あ
っ
て
も
、
江
南
村
か
ら
他
の
市
町
村

へ
転
出
し
て
し
ま
う
と
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
．

投
票
所

　
投
票
所
は
、
い
ま
ま
で
通
り
、
五
ヶ

所
設
置
い
た
し
ま
す
。
各
投
票
区
の
投

票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

村
内
の
各
投
票
所
一
覧

投
票
区

投
　
　
票
　
　
所

第
一
投
票
区

農
業
セ
ン
タ
去
御
正
農
協
裏
）

第
二
　
〃

江
南
北
小
学
校
体
育
館
（
三
本
）

第
三
　
〃

板
井
研
修
セ
ン
タ
ー
（
板
井
）

第
四
　
〃

江
南
南
小
学
校
体
育
館
（
小
江
川
）

第
五
　
〃

坂
上
公
民
館
（
成
沢
坂
上
）

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
の
受
付
が
迅
速
か
つ
正
確
に

運
ぶ
よ
う
投
票
所
入
場
券
を
発
行
い
た

し
ま
す
。
入
場
券
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ

き
、
投
票
所
の
場
所
や
、
投
票
時
間
な

ど
間
違
わ
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
受
付
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。
再
発

行
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は

不
在
者
投
票
を

○
投
票
日
の
当
日
や
む
を
え
な
い
用
務

　
又
は
事
故
の
た
め
村
を
は
な
れ
て
旅

行
中
又
は
滞
在
中
の
場
合
。

○
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
な
ど
の
た
め
歩

　
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
か
た
。

期
　
間

時
　
間

場
　
所

持
参
す
る
も
の

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は

障
害
の
程
度
が
重
度
で
あ
る
と
知
事
が

証
明
し
た
か
た
は
、
　
一
定
の
手
続
を

取
る
と
、
在
宅
の
ま
ま
投
票
で
き
ま
す
。

　
　
　
ン

　
　
～
k
ン

七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月

一
日
（
投
票
日
の
前
日
）

ま
で
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
、

江
南
村
役
場
内

　
　
　
印
か
ん
、

こ
の
制
度
は
、
郵
便
に
よ
る
た
め
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
該
当
の
か
た
は
、

告
示
前
で
も
手
続
き
が
で
き
る
部
分
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で

き
る
期
間
は
、
告
示
の
日
か
ら
、
投
票

日
の
四
日
前
ま
で
で
す
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
選
挙
時
登
録
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
方

の
名
簿
の
縦
覧
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

一
、
縦
覧
期
間
　
七
月
二
十
六
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
八
日
ま
で

一
、
縦
覧
場
所
　
江
南
村
役
場
内

　
　
　
　
打
ち
合
せ
会

　
　
選
管
で
は
、
明
る
く
正
し
い
選

　
挙
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
又
立

　
，
候
補
の
届
出
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま

　
す
よ
う
　
関
係
機
関
の
ご
協
力
を

　
得
て
　
次
の
と
お
り
打
合
せ
会
を

　
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
　
立
候
補

　
予
定
者
　
又
は
責
任
者
の
か
た
（

　
二
名
以
内
）
の
ご
出
席
を
お
願
い

　
・
い
た
し
ま
す

　
日
時
　
七
月
十
六
日
（
木
）
午
前
十

　
　
　
　
時

　
場
所
　
江
南
村
役
場
会
議
室

　
○
当
日
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を

　
お
渡
し
い
た
し
ま
す
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選
挙
渾
動
．

（

へ、

こ
ん
な
行
為
は
違
反
で
す

　
選
挙
運
動
は
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き

で
す
が
、
公
正
な
選
挙
を
行
う
た
め
に

は
、
あ
る
程
度
の
制
限
は
や
む
を
得
ま

せ
ん
の
で
」
公
職
選
挙
法
で
い
く
つ
か

、
の
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
な
か
で
、
候
補
者
、
運
動
員
、

有
権
者
の
区
別
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の

人
に
対
し
て
次
の
行
為
は
、
選
挙
違
反

と
な
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。　

　
戸
別
訪
問

　
有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
投
票
を
依

頼
し
た
り
、
ま
た
は
投
票
を
さ
ぜ
な
い

よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為
は
、
　
「

戸
別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
飲
食
物
の
提
供

　
特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
し

て
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

が
い
か
な
る
名
義
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば

①
候
補
者
が
、
選
挙
運
動
員
の
慰
労

　
の
た
め
に
酒
類
を
与
え
る
こ
と
。

②
第
三
者
が
、
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞

　
と
し
て
候
補
者
に
酒
や
料
理
を
提
供

　
す
る
こ
と
。

　
1
な
ど
の
飲
食
物
の
提
供
は
、
い

　
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
普
通
の
お
茶
や
、
お
茶
受
け

て
い
ど
の
菓
子
を
出
す
の
は
、
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
署
名
運
動

　
あ
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
、
投

票
依
頼
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
、
○
○

さ
ん
忙
投
票
し
な
い
と
い
う
趣
旨
の
署

名
を
集
め
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
選
挙
に
関
す
る
署
名
を
集
め

る
行
為
は
、
方
法
の
い
か
ん
を
問
わ
ず

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
連
呼
行
為

　
選
挙
運
動
の
た
め
に
一
定
の
文
句
を

連
呼
す
る
行
為
は
、
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
演
説
会
場
や
街
頭
演
説
の

場
所
で
行
う
場
合
や
、
午
前
七
時
か
ら

午
後
八
時
ま
で
の
間
に
選
挙
運
動
の
た

め
に
使
用
す
る
自
動
車
の
上
で
連
呼
を

行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

η
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
」

～～一u一u～～～～～～～～｛u一u一一～～～～～四一～～～～～

　
八
月
二
日
に
は
私
た
ち
の
も

っ
と
も
身
近
な
選
挙
「
江
南
村

長
選
挙
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

．
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
村
は

私
た
ち
が
選
ん
だ
代
表
の
手
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

良
く
考
え
て
貴
重
な
一
票
を
生

か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

“よく考えて貴重な一票を

　
参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
ま
す
と
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

β
一
、
必
ず
投
票
す
る
こ
と
。
　
　
～

良
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

四
二
、
良
く
選
ん
で
自
分
の
意
志
～

　
　
で
投
票
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
～

義
　
　
　
　
　
　
　
　
～

橋
、
、
一
麺
籍
磐
鷺

高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

選管委員長

P
け
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
結
嬬
帆
桶
耗
邑
獄
持
け
ド
「
～

四
、
明
る
い
選
挙
を
す
る
た
め

　
に
候
補
者
は
も
ち
ろ
ん
、
有

　
権
者
も
努
力
す
る
こ
と
。

　
以
上
何
か
と
申
し
上
げ
ま
し

た
が
選
挙
は
す
べ
て
の
村
民
が

自
覚
し
て
こ
そ
良
い
政
治
。
明

る
い
江
南
村
建
設
へ
の
近
道
だ

と
信
じ
ま
す
。

　
最
後
に
、
日
ご
ろ
選
挙
に
つ

き
ま
し
て
の
ご
協
力
に
対
し
心
～
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（
（
、
、

国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
　
税
率
が
変
り
ま
し
た

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
の
歳

出
の
中
で
九
〇
、
三
六
％
を
占
め
て
い

る
保
険
給
付
費
が
年
々
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
給
付
費
に
対
応
し
た
収
入

を
得
る
た
め
、
保
険
税
に
お
い
て
も
前

年
に
比
し
て
二
六
、
六
％
の
増
収
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

昭
和
五
六
年
度
か
ら
次
の
と
お
り
保
険

税
率
の
改
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
年
税
額
の
最
高
限
度
額
が
従
来
二

年度別保険給付費の推移

　　　　　　　　　（単位千円

国民健康保険

i29，026千円

161，742千円

171，681千円

193，298千円

昭和52年度

昭和53年度

昭和54年度

昭和55年度

　
十
四
万
円
で
あ
っ
た
も
の
が
二
十
六

　
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

二
、
税
額
算
出
の
基
礎
と
な
る
税
率
の

　
う
ち
資
産
割
額
は
百
分
の
二
二
、
六

　
が
百
分
の
二
三
に
、
被
保
険
者
均
等

　
割
額
（
加
入
者
一
人
に
つ
い
て
）
は

　
五
千
七
百
八
十
円
が
八
千
四
百
円
に
、

　
世
帯
別
平
等
割
額
（
一
世
帯
に
つ
い

　
て
）
は
八
千
百
三
十
円
が
一
万
八
百

　
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
低
所
得
者
に
対
し
て
は
、
税
負
担

　
の
軽
減
が
従
来
も
行
わ
れ
て
お
り
ま

　
し
、
た
が
、
今
回
軽
減
対
象
の
「
ワ
ク
」

　
が
一
層
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
の
財
政
危
機
が
全
国

的
な
問
題
と
し
て
叫
ば
れ
て
い
る
現
在
、

加
入
者
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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灘
防災行政無線

麟
、蕪

欝
遜
麓

に加入を

▲子局の放送塔

　
　
　
　
お

　
　
世
　
　
灘
　
　
嚢
紺

聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
灘

　
　
舘
　
　
欝
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
譲
縫

　
　
囎
　
紳

ひろばは、

っくるペー

題、行政に文

ど投稿をお

はさしつか
には住所、

ださい。

江南村大字

江南村役場
毎月10日と

せは　総務

電話（36）

▼個別受『信機

　
こ
の
施
設
は
親
局
を
役
場
ゆ
置
い
て

放
送
を
行
い
ま
す
が
、
村
内
五
ヶ
所
に

設
け
ら
れ
た
子
局
に
電
波
で
キ
ャ
ッ
チ

き
れ
、
放
送
塔
か
ら
屋
外
に
い
る
人
に

伝
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
各
家
庭
内
に

い
る
人
に
対
し
て
個
別
受
信
機
を
通
し

て
伝
え
ら
れ
る
二
つ
の
方
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
個
別
受
信
機
は

）

）

　　　　　　　　　　難　　　　　．懸　　　　鍵　　　　鱗　　嚢　霧叢

現
在
設
置
中
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
申

込
み
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
が
六
月
末
現

在
で
約
四
，
百
世
帯
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
施
設
を
村
の
広
報
無

線
と
し
て
一
般
行
政
は
も
ち
ろ
ん
公
共

的
役
割
が
果
た
せ
る
放
送
網
と
し
て
拡

充
し
て
い
く
考
え
で
す
の
で
、
ま
だ
こ

の
施
設
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
っ
て
い

た
い
方
、
最
近
転
入
を
さ
れ
た
方
等
は

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
個
別
受
信
機
を
設

置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
設
置
料
金
は
、
今
回
申
込
み
を

い
た
だ
く
方
に
限
り
一
A
勢
刀
千

円
の
と
こ
ろ
自
己
負
担
は
一
率
ゴ
モ
円

で
設
置
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
個
別
受
信
機
の
設
置
申

込
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
締
切
り
ま
す
。
締
切
日
以
降

は
、
全
額
自
己
負
担
金
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
お
問
合
せ
は
役
場
総
務
課
へ
。

よ
い
こ
の

作
品

　
　
（
幼
稚
園
児
）

Jk
）

ひろおおさとうたかこ

もてぎたけおふくしまみちえ
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ゲートボール大会

樋春Bチーム優勝

準優勝千代Aチーム
第3位樋春Aチーム

　
お
年
寄
り
に
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
最
近
人
気
の
あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

す
が
、
江
南
村
で
も
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

六
月
十
一
日
千
代
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
b

　
今
回
の
大
会
は
、
十
九
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
い
ま
ま
で
に
な
く
最
大
規
模
の

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
と
も
練
習
の
成
果
（
毎
日

朝
五
時
頃
か
ら
練
習
し
た
チ
ー
ム
も
あ

る
そ
う
で
す
。
）
を
如
何
な
く
発
揮
し

て
盛
況
の
う
ち
に
試
合
が
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
ち
な
み
に
参
加
し
た
選
手
の

平
均
年
齢
は
、
六
十
九
歳
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
試
合
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▲優勝した樋春Bチーム

昭和56年度ゲートボール大会試合結果
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代
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節
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切
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題
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原
　
㈱

15　25

11

　　　　　　　　　　　　　12

　　　　14　　　　　　　　　　13

12　　　　　　15　　　　　　15　　　　　　　22
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切
㈲

12

　
　
反

　　　

掃
井
⑧

江
　
川

原
　
酊

樋
春
㈹

御
正
（
坂
下
）

　
麦
茶
が
欲
し
く
な
る
季
節
で
す
。
暑

い
戸
外
か
ら
帰
り
、
冷
え
た
麦
茶
が
の

ど
を
通
る
と
き
の
快
感
は
、
な
ん
ど
も

い
え
ま
せ
ん
。
新
麦
が
出
回
る
こ
れ
か

ら
は
、
時
期
的
に
も
、
お
茶
の
味
が
一

番
お
い
し
い
と
き
で
す
。

　
麦
茶
の
麦
は
大
麦
で
、
そ
れ
を
砂
ど

い
っ
し
ょ
に
い
っ
た
も
の
が
棒
麦
で
す
。

昔
か
ら
あ
る
お
な
じ
み
の
麦
茶
で
、
細

長
い
棒
の
形
に
包
装
し
て
あ
る
の
で
、

こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
入
れ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
・
官
能

テ
ス
ト
で
多
く
の
人
が
お
い
し
い
と
評

し
た
の
は
、
ヤ
カ
ン
に
、
水
と
い
っ
し

ょ
に
麦
を
い
れ
、
沸
騰
し
た
ら
す
ぐ
火

を
止
め
、
二
十
分
く
ら
い
お
い
て
麦
を

5
　
　
板
井
㈹

の
季
節

こ
す
、
と
い
う
方
法
で
い
れ
た
麦
茶
で

し
た
。

　
棒
麦
に
対
し
て
、
最
近
で
は
水
に
入

れ
て
お
く
だ
け
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
“
水

だ
し
麦
茶
”
が
出
回
り
、
全
生
産
量
の

半
分
以
上
が
“
水
だ
し
”
な
ど
の
テ
ィ

ー
バ
ッ
グ
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

い
っ
た
大
麦
を
、
水
で
出
る
よ
う
に
細

か
く
砕
い
た
も
の
で
、
麦
茶
ら
し
い
色

や
味
を
出
す
た
め
に
、
麦
茶
濃
縮
液
を

か
け
た
り
、
深
い
い
り
方
に
し
た
り
工

夫
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
に
入
れ

て
冷
や
す
だ
け
で
よ
い
と
い
う
手
軽
さ

は
利
点
で
す
が
、
麦
茶
独
特
の
味
や
香

ば
し
さ
の
点
で
は
、
棒
麦
が
何
歩
か
先

ん
じ
る
よ
う
で
す
。
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　，昭和56年7月10日

間い合わせは　　・　◎

詳しくは、（　　）内に問い

合わせてください。

役　　場（36）1525
体　育　館（36）5468

浄水場（36）4740
老人センター（36）5600
清掃センター（36）5745

（6）広報こうなん

おしらせいちば

一事業所統計調査一
ご協力ありがとうございました。

　7月1日現在で行われました「
事業所統計調査」は、皆さま．のご

協力によワ、無事終了致しました。

　現在村の審査を行っており、8
月中に県の審査も終り国の集計が
始まります。結果は各種行政施策’

の基礎資料として、多くの分野で
利用されます。

　この調査にご協力くださいまし
たみなさまに、厚くお礼申し上げ
ます。　　　　　　　（企画課）

調理師会よりお知らせ

　調理師法の一部が次のように改
正されました。

1。飲食店等の営業者等は、調理

暫製議謄警ばな
2．調理師の資質の向上を図るた
　め、厚生大臣は調理の技術に関
　する審査を行うこどとなり、そ
　の事務を団体に委託することが
　できることとなりました。
詳細については、江南村板井調理
師会江森まで。費（36）0465番

3干万円がなんと120本〃
「サマージャンボ宝くじ」発売
　　別称・市町村振興宝くじ

　7月中句から新しい魅力の加わ
った新タイプ「サマージャンボ宝
くじ」の受付けが開始されます。

　収益金は、豊かな住みよい私た
ちの街づくりに役立てられます。

　申込方法等詳細については、7
月15日（水）の新聞（朝刊）紙上に発

表されます。

等に　　　　i児童手当
、映写機を　i所得制限の限度額が改定

“　　　　　　　i　18歳未満の児童を3人以上養育
　　　　　　　　　し、1人が義務教育終了前の児童
εセンターでは夏　iである場合、児童手当が支給され
動フイルム」　「映　iますが、限度額以上のr所得」が

∋いたします。　　iあると支給されないこととなって
）ひとときを、映1おります。今年度の限度額は次の
rみませんか。　　i表に定めるとおり改定されました。

所得制限限度額表
昭rIl55‘1“伽芝 昭舜156「1ζ愛

扶養親族写』り敏
所　　得　　収　　ノ、 FIII　l一｝　　収　　人

0 222．6りIll334．5 170「川264，3F∫Ill

1 248．6　　　367．0 199　　　305，0

2 274，6　　　399．5 228　　　341．25

3 300，6　　　432．0 257　　　377，5

4 326，6　　　464，5 286　　　413．75

5 352．6　　　497，0 315　　　450．0

6 378．6　　　529，5 344　　　486，25

7 404，6　　　562，0 373　　　522．5

8 4306　　　5945 402　　　558．75

供会等に

ルム、映写機を

出し！ノ

視聴覚センターでは夏
「映画フィルム」　「映

出しをいたします。

1休みのひとときを、映
ごしてみませんか。

は文芸作品・童話・中
家庭教育など数多くの

・ムを用意してあります。

方法は、子供会・自治
種サークルなどの団体
会または、視聴覚セン
込んでください。

［は3日から5日間程度
　［註ヲ老人罪是養親族力‘あるときは．老人書夫養凝昏笑1人にっき15’ノ円

　　力f臼丙！トベースの5艮r葉額1こ脚1『算される

　児童手当の額は第3子以降の児
童1人につき市町村民税所得割の
額がある人は月5，000円ですが、
市町村民税所得割の額がない人に
ついては月6，500円から月7，000
円に引き上げられました。

　なお、現況届を6月中に提出を
いただきましたが、却下又は額の
変更のある受給者には通知いたし
ます。　　　　　　　　（住民課）

　　　自衛官募集
　安定した働きがいのある職場で
技術を身につけよう。

　防衛庁では陸・海・空自衛官を
募集しております。

資格……18歳以上25歳未満
身分……特別職国家公務員
初任給…91，600円（他に現物給）’

賞与……年約5ヶ月分（住民課）

熊谷市役所7

は、魯048
です。

相談
定所では、東
会と共催によ
により開催い
なたでも職業

多数の方のご
ます。

水）東松山市

金）小川町中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
み
番
業
安
議
記
ど
で
い
ー
館
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
腿
3
8
職
糠
蜥
軒
腿
物
ぼ
開
蝦
期
騰
塒
吻
封
錠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
卿
届
回
餅
顧
訟
消
は
勧
朋
棘
朋
舩
揃
蝶
ひ
糠

．
野
貸
襯
構
惣
欝
駿
野
巡
離
蕪
及
場
間
幾
い

．
地
　
　
大
み
機
楽
鑑
フ
児
画
申
・
教
一
利
す
視
で
ー
　
東
山
合
し
談
用
時
会
　

当
定
山
さ

　
　
　
　
　
　
　
休
写
　
画
　
編
映
　
会
で
タ
　
で
　
階
5
　
　
　
松
り
た
相
利
日
び
　
　
時
　
予
松
だ

　
　
　
　
　
　
　
）
し
．
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

から午後4時
方も多数参加が
。くわしくは東
所へおたづねく

の

魯0493（22）0240

　
　
日
本
脳
炎

日
時
…
…
7
月
1
5
日
及
び
7
月
2
2
日

　
　
　
受
付
午
後
1
時
3
0
分
～

場
所
…
…
村
民
体
育
館

対
象
…
…
昭
和
52
年
4
月
2
日
か
ら
昭

　
　
　
和
53
年
4
月
1
日
生
れ
の
方

　
対
象
者
に
は
、
個
人
あ
て
通
知
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

　
入
所
生
の
募
集

－
内
部
陳
害
者
後
保
護
指
導
所
1

、
県
後
保
護
指
導
所
で
は
入
所
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
年
齢
は
十
五
歳
以
上

六
〇
歳
ま
で
の
男
・
女
、
こ
己
は
呼
吸
器

・
じ
ん
臓
・
心
臓
の
病
気
を
経
験
さ
れ

た
方
等
を
収
容
し
、
医
師
・
保
健
婦
の

健
康
管
理
の
も
と
に
生
活
指
導
と
併
せ

職
業
技
術
を
身
に
つ
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
●
募
集
科
目
・
電
気
器
具
・
洋
裁
・

タ
イ
プ
孔
版
・
経
理
事
務
・
製
図
・
訓

練
費
用
は
無
料
で
す
。
入
所
は
年
間
随

時
、
入
所
期
間
一
年
を
原
則
と
し
必
要

に
応
じ
て
延
長
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
同

指
導
所
か
福
祉
事
務
所
へ
。

心
配
ご
と
相
談
所

と
　
き
　
七
月
二
十
八
日
（
火
）

　
　
　
八
月
二
十
五
日
（
火
）

と
こ
ろ
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
七
月
は
相
談
員
と
し
て
、
弁

護
士
が
来
所
の
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）
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話題のひろば

清掃美化運動

青少年相談員

　　　　いちば
謙b聴布場

江南村青少年相談員協議会ではさる5月31日、村内の主要道路脇に
清掃美化運動を展開する立看板を設置し・たしました・この看板はすべ1

て相談員の力作であり総数で15枚を設置いたしました・　　　　　　　1
‘また、会では今後の活動として、南北小6年生を対象に、7月2811　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臣～29日を利用し浦山口でのキャンプ大会を予定しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臣””騨”””””一””一””、・””””・””・一”””・”””・一一”・””一”””一一・・”一一一一・”　帽i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曙，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1匹，
臣
臣
距
匪
謹
臣
臣
臣
毒
臣
臣
臣
臣
臣
謹
臣
瑳
≦
臣
睾
臣
臣
薮
薯
【
コ
馬
薯
筆
竃
筆
≦
｛
』
し
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
す
る
こ
と
に
よ
り
倒
伏
を
防
ぐ
こ
と

転
換
畑
大
豆
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
効
果
が
期
待
さ

　
　
　
中
問
管
理
に
　
　
　
　
れ
ま
す
・

　
　
　
　
　
　
万
全
を
〃
“
　
　
　
一
、
培
土
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
根
が
数
多
く
発
生
し
生
育
を

　
本
村
で
は
、
集
落
の
活
発
な
話
し
合
　
　
　
盛
ん
に
す
る
と
共
に
、
倒
伏
を
防
ぎ

い
か
ら
、
三
年
～
二
年
で
一
巡
す
る
田
　
　
　
ま
す
。

畑
輪
換
方
式
九
集
団
が
組
織
さ
れ
ま
し
　
　
二
、
株
際
に
発
生
す
る
雑
草
を
防
ぎ
ま

た
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
夏
作
と
し
て
大
　
　
　
す
。

豆
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
三
、
適
正
な
土
壌
水
分
を
保
ち
、
湿
害

　
今
年
の
取
り
組
む
大
豆
面
積
は
、
一
　
　
　
や
乾
害
を
防
ぎ
ま
す
。

般
栽
培
者
を
含
め
る
と
、
三
十
五
ヘ
ク
　
　
四
、
開
花
数
を
多
く
し
た
り
落
花
や
落

タ
ー
ル
以
上
の
面
積
に
及
ぶ
も
の
と
思
　
　
　
英
を
少
な
く
し
、
有
効
英
数
を
多
く

わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

　
播
種
作
業
は
天
候
条
件
が
ら
や
や
遅
　
　
　
以
上
の
様
な
す
ぐ
れ
た
効
果
が
得
ら

れ
た
も
の
の
発
芽
、
苗
立
ち
は
ほ
ぼ
順
　
　
れ
ま
す
。

調
に
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
、
七
月
に
入
　
　
　
そ
こ
で
培
土
の
時
期
は
、
播
種
し
て

る
と
い
よ
い
よ
倒
伏
を
い
か
に
防
ぐ
か
　
　
か
ら
二
十
日
前
後
に
第
一
回
目
の
培
土

が
管
理
上
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
多
収
　
　
を
行
い
、
第
二
回
目
は
そ
れ
か
ら
十
五

へ
の
近
道
で
す
。
そ
こ
で
、
培
土
を
実
　
　
日
前
後
に
行
い
ま
す
。

　　転
1馨

i

’　と、年金を受ける資格がつきますが、

　保険料を掛けたからといっても自動的
　に年金が受けられるものではありませ

国民年金書道コンクール

埼玉県、県教育委員会および県国民

年金協議会では、県内、小中学校を対

象とした第12回国民年金書道コンク
ールを実施します。

応募資格などは次のとおりです。

1．応募資格

小学生　3、4、5、6年生
中学生　1、2、3年生

2．作品の規格等

半紙・一一半紙版く24cm×34cm）
条幅・……・・埼玉県書道書写教育連盟

　　　　規格（26cm×78cm）
用紙………白色

書体は中学1年生までは「かい書」、

中学2、3年生は「行書」とし、応募
点数は各学校1クラス1点とします。
3．しめきり

各小、中学校で9月初旬にとりまと

めます。担当の先生の指示に従ってく
ださい。

4．賞
入賞者には、賞状、記念品を、入賞

されなかった方には参加賞を贈ります。

又、特別賞7名は知事室において知事
表彰を行います。

5．間い合せ

ん。年金請求は、役場にそなえてある

「裁定請求書」に必要事項を記入のう

えあなたご自身で行ってください・こ

の際、印鑑、年金手帳をわすれずに持

参してください。

裁定請求書は受ける年金によって用
紙が違います。障害年金を受けようと

するときは、さらに医者の診断書（規

定のもの）の添付が必要ですから役場
年金係に相談のうえ間違いのないよう
に請求しましょう。

　　　　　　　（住民課）

（

。（｛

，へ



昭和56年7月10日（8）広報こうなん

水
道
事
業

第
三
次
拡
張
エ
事
完
成

　
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
ど
の
で
き
な

い
水
、
毎
日
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
水
道
事
業
も
、
年
々
拡
張
や
改
良

に
よ
り
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
第
三
次
拡
張
工
事
は
、
昭
和

五
十
五
年
度
の
二
ヵ
年
計
画
で
実
施
さ

れ
こ
の
董
成
い
た
し
ま
し
た
の
で

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
工
事
の
必
要
性
は
大
き
く
分
け

て
三
点
あ
り
ま
し
た
。
第
一
に
冬
の
渇

水
期
に
安
定
し
た
水
の
確
保
。
第
二
に

塩
地
区
な
ど
高
台
の
低
水
圧
地
区
の
解

消
。
第
三
に
今
後
の
人
口
増
な
ど
に
よ

り
増
加
す
る
水
需
要
に
答
え
る
た
め
の

給
水
能
力
の
増
強
で
し
た
。
な
お
、
こ

〈
第
七
水
源
井

・
－
の
玉
事
費
の
総
額
易
一
十

七
万
四
千
円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
一
億

円
は
起
債
（
借
金
）
残
金
が
自
己
資
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
六
・
第
七
水
源
井

　
　
　
　
築
造
（
樋
春
地
内
）

　
こ
の
井
戸
は
冬
期
将
に
十
二
月
か
ら

四
用
頃
ま
で
の
渇
水
期
で
も
、
必
要
な

水
量
を
確
保
で
き
る
よ
う
増
設
い
だ
し

ま
し
た
。
以
前
は
こ
の
時
期
に
な
る
と

地
下
水
位
が
平
均
ニ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三

メ
ー
ト
ル
低
下
す
る
た
め
、
取
水
量
が

減
少
し
夜
間
配
水
圧
を
下
げ
た
り
、
バ

ル
ブ
調
整
を
し
給
水
量
を
お
さ
え
た
た

め
、
高
台
や
管
路
の
末
端
部
の
か
た
が

た
に
は
水
の
出
が
悪
く
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
出

水
不
良
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
村
の
水
道
水
源
で
あ
る
井
戸
ば
現
在

七
本
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
六
本
が
樋

春
北
地
区
に
集
中
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
築
造
さ
れ
ま
し
た
第
六
・
第
七
水
源

井
も
地
元
地
主
の
か
た
が
た
や
、
付
近

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
井
戸
の
構
造
は
直
径
が
五
メ
ー
ト
ル

深
さ
十
四
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

）

b）

製
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
基
づ
つ
口
径
八
十

ミ
リ
の
水
中
タ
ー
ビ
ン
が
据
付
け
ら
れ

二
本
の
井
戸
で
日
量
一
千
ト
ン
ー
一
千

五
百
ト
ン
程
揚
水
し
て
お
り
ま
す
。

給
水
能
力

　
　
　
日
量
七
千
ト
ン
に

　
水
の
使
用
量
は
一
日
だ
け
を
見
て
も

時
々

刻
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
し
て

夏
の
暑
い
日
と
冬
の
寒
い
日
で
は
四
～

五
倍
の
差
が
で
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
過
酷
な
変
化
に
も
水
道
の
施
設
は
対

処
で
き
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
今
後
予
想
さ
れ
る
増
加
分
も

見
込
み
、
以
前
よ
り
も
日
量
一
千
ト
ン

増
強
し
日
量
最
大
給
水
能
力
が
七
千
ト

ン
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
の
主
な
改
造
は
、
浄
水
場

内
へ
口
径
一
二
五
ミ
リ
の
ポ
ン
プ
と
モ

ー
タ
ー
の
新
設
、
電
気
盤
、
計
装
設
備
、

監
視
板
の
改
造
等
で
す
。

増
圧
ポ
ン
プ
場
完
成

　
　
　
高
台
地
区
増
圧

　
ご
存
知
の
よ
う
に
当
村
は
、
高
台
地

域
と
低
い
地
域
の
高
低
差
が
四
十
～
五

十
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
蛇
口
か
ら
出
る
水

圧
を
な
る
べ
く
村
内
均
等
に
す
る
の
に

は
、
バ
ル
ブ
操
作
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
と
く
に
水
の
出
の
悪
い
地
域
は
塩

・
板
井
・
小
江
川
な
ど
の
一
部
で
、
●
戸

ノ
」

▲浄水場内の

　　ロ径125mmポンプ

数
口
し
、
で
約
コ
、
百
ゴ
ゴ
上
斤
で
し
だ
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ガ
ス
湯
沸
に

火
が
づ
が
な
い
、
温
水
器
に
水
が
上
ら

な
い
、
風
呂
が
な
か
な
か
一
杯
に
な
ら

な
い
な
ど
た
い
へ
ん
お
困
り
で
し
た
。

な
ん
と
か
改
善
し
な
け
れ
ば
と
い
ろ
い

F
ろ
な
方
法
が
検
討
さ
れ
、
現
在
の
施
設

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
小
江
川
の
前
峯
地
区
に

地
元
地
主
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
土
地

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ポ
ン
プ
場
の
設

置
を
い
た
し
ま
し
た
。
内
部
に
は
可
変

速
の
モ
ー
タ
ー
二
基
と
口
径
八
十
ミ
リ

の
増
圧
ポ
ン
プ
ニ
基
、
そ
れ
に
附
帯
す

る
電
気
盤
、
＼
計
装
機
器
が
据
付
け
ら
れ

』
て
い
ま
す
。
ま
た
、
増
圧
ポ
ン
プ
場
は

写
真
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
管
路
の

途
中
の
既
設
管
に
増
圧
ポ
ン
プ
を
設
け

加
圧
し
た
水
を
高
台
地
区
へ
送
水
し
て

お
り
ま
す
。
五
月
の
中
旬
ま
で
テ
ス
ト

を
重
ね
、
毛
五
日
の
夕
刻
か
ら
本
鯉

転
に
入
り
現
在
順
調
に
運
転
し
て
お
り

ま
す
。

　
高
台
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
長
い
間
ご

不
自
由
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
最
も
条
件
の

悪
か
っ
た
地
区
で
も
、
給
水
栓
圧
が
以

前
の
二
、
五
倍
～
三
倍
と
な
り
初
期
の

目
的
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
の
増
圧
区
域
に
入
ら
な
い
地
区
や
、

管
路
末
端
部
に
あ
た
る
地
域
の
出
水
不

良
の
解
消
に
努
め
て
行
き
ま
す
。




